
一粒の麦・ふるさと俵瀬 
 

 

若き吟子が経験した利根の冬。寒冷な冬の利根川と吟子の熱き生 命が密着に関わり合う。冬には赤城山からの寒冷な”赤

城おろし”が 吹き付ける。夏は豪雨なよる洪水にさいなまれる”水場の地”であっ たこと。このような自然の特徴が吟子の生命と

強い精神力を育てたのでしょう。冬を乗り越え、春になると熊谷の俵瀬の土手沿いには 無数の菜の花が咲きます。対岸を眺める

と群馬の春めいた風景があります。赤城おろしが止み春の彩りを感受する、利根の恵みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荻野吟子記念館 所在地 埼玉県熊谷市俵瀬 581-1 
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